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問い合わせ　総務グループ（☎85１１３０）問い合わせ　総務グループ（☎85１１３０）

屋内避難所に災害別の屋内避難所に災害別の
避難所看板を設置しました避難所看板を設置しました

新たな津波避難ビルを選定しました新たな津波避難ビルを選定しました

津波避難計画を策定しました

幌別鉄南地区の地域ごとの幌別鉄南地区の地域ごとの
津波避難計画を策定しました津波避難計画を策定しました

　市は、津波浸水予測図や土砂災害、洪水のハザ
ードマップの改正に伴い、屋内避難所の災害時避
難所種別について見直しを行い、災害時避難所種
別や海抜の周知、大津波警報時の注意喚起のため、
現在設置している避難所表示看板を張り替えまし
た。
※ 災害別の避難所種別はあ
くまでも災害時に利用す
る可能性を表したもので
す。実際の避難所開設は、
災害の規模に応じて市が
判断します。

　市は、 2月25日㈪に市民会館の指定管理者であ
る文化・スポーツ振興財団と、 2月28日㈭にイオ
ン北海道㈱と『津波時における津波避難ビルとし
ての使用に関する協定』を締結し、市民会館とイ
オン登別店を津波避難ビルに選定しました。
　また、 2月25日㈪には鉄南ふれあいセンター、
2月28日㈭には市営住宅幌別東団地１号棟を津波
避難ビルに選定しました。

◎まずは高台の避難場所へ避難
　津波避難ビルは、市内で津波が発生、または発
生するおそれがあるときに、万が一避難が遅れ、
高台の避難場所までの避難が困難な方が、やむを
得ず緊急的・一時的に避難するための施設です。
　必ずしも安全を保障する場所ではありませんの
で、まずは高台の避難場所を目指して避難してく
ださい。
◎避難は徒歩で
　避難のときには徒歩で避難し、車での避難はや
めましょう。

津波避難
ビル名 住　所 一　　時

避難場所 入　口

市民会館 富士町 7丁目
33－ 1 　　　 2階 正面玄関

鉄南ふれあい
センター

幌別町 3丁目
17－ 1 　　　 3階 正面玄関

市営住宅幌別
東団地１号棟

幌別町 8丁目
13　　　　　 4階廊下 １階玄関

イオン登別店 若山町 4丁目
33－ 1 　　　

屋上駐車場
※ 車での避
難はでき
ません。

屋上駐車
場入口

　北海道が、平成24年 6 月に
見直した津波浸水予測図によ
ると、東日本大震災規模の津
波が襲ってきたとき、登別
市は 9割が浸水すると予測
されました。
　市は、発表された津波浸
水予測図を基に、津波が発
生した場合にその発生直後
から津波が終息するまでの
おおむね数時間から 2・ 3日の間、市民などの生
命と身体の安全を確保するための避難計画を 3月
11日に策定しました。
　今後、津波警報や大津波警報が発表された場合
は、この計画に基づき対応します。
　津波避難計画は、市ホームページに掲載するほ
か、市役所、鷲別支所、登別支所、登別温泉支所、
市民会館、市立図書館、鉄南ふれあいセンター、
市民活動センターに設置しています。

　市は、津波に備えて、普段からの心構えや安全
に避難するための具体的な方法をまとめた地域ご
との津波避難計画の策定を進めています。
　 2月 2日㈯には幌別鉄南地区で地区連合町内会
関係者などとワーキングを開催し、その結果を取
りまとめた津波避難計画を 2月22日㈮に幌別鉄南
地区連合町内会に全戸配布。 3月 9日㈯には、幌
別鉄南地区連合町内会でこの津波避難計画を使用
した避難訓練が行われました。
　今後も順次、地区連合町内会単位でワーキング
を開催し、地域ごとの津波避難計画を策定してい
きます。
※ 今回策定した津波避難計画は、市ホームページ
にも掲載するほか、市役所と鉄南ふれあいセン
ターに設置しています。
※ 地域ごとの津波避難計画には、自宅から最寄り
の高台までの避難路を示しています。各家庭で
自宅から避難路
までの避難経路
をあらかじめ書
き入れ、避難訓
練時や大津波警
報発表時の避難
のときにご活用
ください。
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